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　当院DMATコーディネーターを派遣しました

○相双地区にて県民公開講座及び
　医療従事者等研修会を開催しました！
○高校生が一日看護体験に来てくれました！
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○医科大学の学生さんとゲーム交流会を開催しました
○中学生の職場体験活動を実施しました

○医大フェス2026を開催します！
○きいてください院長さん　ーより良い医大病院にするためにー
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医大フェス2026を開催します！

　患者さんを支える病院には、さまざまな仕事があります。
それぞれの役割や仕事の魅力に触れてみませんか。
　福島県立医科大学附属病院では「メディカルキャリア
アカデミー」を開催。看護師・薬剤師・管理栄養士・病院
事務職などの職場見学や実務体験、職員との交流を予定
しています。
　体験職種・詳細は応募ページでご確認ください。手術
ロボット「ダヴィンチ」のデモンストレーション体験も
ご用意しています。

11月８日（日）福島中央テ
レビ「ゴジてれ×Sun!」
で放送予定！多職種連携
で医療を支える仕事の現
場をご紹介します。

医療って、ひとりじゃできない。
未来の医療人、全員集合！

　令和8年熊本地震で被災された皆様に、心よりお見舞い
申し上げます。
　当院では熊本地震災害対応のため、令和8年8月9日（日）
から18日（火）にかけて、医師2名、看護師1名、業務調整員
1名をDMATコーディネーターとして派遣しました。
DMATコーディネーターは、災害医療支援チームの活動を
調整し、行政や医療機関などと連携して、地域に必要な保
健・医療・福祉の支援をつなぐ役割を担います。
　今回は八代地域で活動しました。医療・福祉施設の被害
状況や診療・サービスの継続状況、電気・水道などのライフ
ライン情報を集約するとともに、行政と協力し、被災した施
設への人的支援の調整、避難所の集約に伴う課題への対
応、行政が抱える困りごとの解決に向けた支援を検討しま
した。
　災害時の医療は医療機関だけでは成り立たず、保健・福
祉・行政などが情報を共有し、同じ方向を向いて活動するこ
とが重要です。そのためにも、平時からの「顔の見える関
係」づくりが肝要です。今回の経験を今後の災害対応に生
かし、地域の関係機関との連携をさらに深めていきたいと
思います。

きいてください院長さん　ーより良い医大病院にするためにーきいてください
院長さん

投書箱

「会計自動精算機の荷物置きが小さいです。イスがお
いてありますが、棚のようなテーブルなどに変更して
頂けるといいかと思います。
荷物が置ききれず、荷物を落としている方をよく見か
けます。」　

ご意見をいただきありがとうございます。
これまでは荷物を置いていただけるように椅子を設置
していましたが、荷物を置くスペースとしては小さかっ
たことから、安心して荷物を置いていただけるよう、
バスケットタイプの荷物置きを設置いたしました。

※次号は、12月下旬に発行を予定しています。

Answer

いただいたご意見

令和8年熊本地震被災地支援に当院DMATコーディネーターを派遣しました

病院の仕事を見て、体験して、未来の自分を見つけよう。

日　時
職場体験
会　場

2026.11.22
10:00～11:30／13:30～15:00
福島県立医科大学附属病院
（受付・集合：I＆H棟）
※事前申込制。応募多数の場合は抽選。

詳細・申込はこちら
https://forms.gle/Rp8FujFiA3EA4zLUA

日
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　月～土曜日  9：00～17：00（日祝祭日休日）
　土曜日はきぼう棟1階ローソン南側にて営業します。

入院セットレンタル
理・美容室 こもれび理・美容室 こもれび
福島県立医科大学附属病院 （きぼう棟 1階）
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〈メニューの一例〉（税込）
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◀シャンプーでは落としきれない頭皮の汚れを除去して、スッキリ。

脳卒中・心臓病等
総合支援センター

看護部管理室

病院管理課

須賀川支援学校医大校相双地区にて県民公開講座及び医療従事者等研修会を開催しました！ 医科大学の学生さんとゲーム交流会を開催しました

 

　６月２９日（月）、医科大学テーブルゲーム部の学生さん
たちが須賀川支援学校医大校に来校し、児童生徒たちと
の交流会を開催しました。医大校では、毎年複数の部活
動の協力を得て交流会を行っており、同部には昨年に続
き参加いただきました。入院・治療中の気分転換や情緒
の安定につなげようと、学生の皆さんは事前にアイデア
を出し合い、対面でもオンラインでも楽しめる工夫を凝
らしてくれました。
　当日は、教室や病棟の学習ルーム、病室など、児童生
徒それぞれの場所から無理なく参加できるよう準備して
いただいたおかげで、子どもたちは初対面ながらすぐに
打ち解けました。真剣な表情でボールやプラスチックハ
ンマーなどを操作したり、じっくり考えながら学習ルー
ムで対面や病室の生徒へオンラインでカードゲームを行っ

中学生の職場体験活動を実施しました

　当院は、6月22日（月）～24日（水）の3日間、福島市が主
催する「中学生ドリームアップ事業職場体験活動」による
職場体験を実施し、昨年度に引き続き今年度も２名の中学
生をお迎えしました。
　医療現場の最前線で「チーム医療」を肌で感じてもらう
ため、生徒の皆さんには看護部や臨床工学センター、放射
線部、薬剤部、検査部などでの業務を体験していただきま
した。普段は入ることのできない現場での活動やスタッフ
との交流を通じて、「どの部署でも患者さんを一番に考え
て仕事をしているのが伝わった」という頼もしい感想もい
ただいています。この貴重な体験が、皆さんの将来の夢を
描くきっかけになれば嬉しく思います。
　目を輝かせて学ぶ中学生の姿は、私たち職員にとっても
初心を思い出す素晴らしい機会となりました。当院も気持
ちを新たに、引き続き地域医療に貢献してまいります。

　患者サポートセンター内に設置された脳卒中・心臓病
等総合支援センターは、令和７年度に開設され、今年度
で２年目を迎えました。当センターでは本年度、県内７
地域での県民公開講座と、６つの２次医療圏での医療従
事者等研修会の開催に取り組んでいます。
　その第一弾として7月26日（日）、南相馬市内にて脳卒
中をテーマに公開講座及び研修会を開催しました。当日
はあいにくの雨模様でしたが、地域の皆様や医療・介
護・福祉関係者など、計約40名にご参加いただきました。
　講座では、脳神経外科の前田医師が「脳卒中予防の１０か
条」や「Time is Brain」をキーワードに、脳卒中予防の
重要性と発症時の迅速な対応について、専門的な知見か
ら分かりやすく解説しました。また、地元の南相馬市立
総合病院・脳神経外科の織田医師からは「相双地域の脳
卒中の現状と課題」と題してご講演いただきました。他
地域と比べ医療資源が限られる相双地域において、早期
発見・早期治療が死亡率や再入院率の低下につながるこ

と、そして発症自体を防ぐ一次予防こそが不可欠である
というお話に、参加者は熱心に耳を傾けていました。質
疑応答も活発に行われ、関心の高さがうかがえる充実し
た機会となりました。
　当センターでは今後もこうした地域での啓発活動を続
けてまいります。その一環として、11月には下記のイベ
ントを予定しています。入場無料・予約不要で、体験・
展示コーナーもご用意していますので、皆様のご参加を
心よりお待ちしております。

たりと、どの場所もとても温かい雰囲気に包まれました。
　年齢の近い学生さんとの触れ合いは、子どもたちにとっ
て新鮮で心弾むひと時となり、心身のリフレッシュはもち
ろん、貴重な学びの機会になりました。ご協力いただいた
学生の皆さん、ありがとうございました。

高校生が一日看護体験に来てくれました！ 

 

　高校生が実際の看護の仕事内容や現場の雰囲気に触れ
ることで専門職としての魅力を知り、将来の進路選択に
役立ててもらおうと、福島県看護協会では「高校生の一
日看護体験」事業を実施しています。
　当院では毎年、この取組で生徒を受け入れており、今
年度は、7月22日（水）・24日（金）の2日間で29名の高校生
が参加しました。各部署での看護師の仕事内容や患者さ
んとの関わりを体験し、「チームで動く大切さを感じ、
とても大変な仕事だと改めて実感したけれど、その分や
りがいも大きく、将来の選択肢が広がった」「忙しくも
楽しく働く姿が印象的だった」「患者さんや看護師同士
の対話がとても盛んだった」といった声が寄せられ、看
護への理解を深めてもらえたようです。また、両日とも
ドクターヘリの待機時間中に見学ができました。指令室

やヘリナースの解説のほか機内への搭乗体験も行い、ヘ
リナースへの憧れを深める姿も見られました。
　半日という短い時間でしたが、参加者にとって実りあ
る貴重な機会となりました。将来、看護の道を志すきっ
かけとなれば幸いです。

日付　2026.11.3
時間　12：00～16：00
場所　ホテル福島グリーンパレス

火【文化の日】

ふくしま健康ハート＆ブレインフォーラム2026
テーマ「突然死ってなに？どう予防する？」（講演）

お問い合わせ先
　　　　024-547-1045（脳卒中・心臓病等総合支援センター）

イベント情報

TEL
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◀シャンプーでは落としきれない頭皮の汚れを除去して、スッキリ。
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須賀川支援学校医大校相双地区にて県民公開講座及び医療従事者等研修会を開催しました！ 医科大学の学生さんとゲーム交流会を開催しました

 

　６月２９日（月）、医科大学テーブルゲーム部の学生さん
たちが須賀川支援学校医大校に来校し、児童生徒たちと
の交流会を開催しました。医大校では、毎年複数の部活
動の協力を得て交流会を行っており、同部には昨年に続
き参加いただきました。入院・治療中の気分転換や情緒
の安定につなげようと、学生の皆さんは事前にアイデア
を出し合い、対面でもオンラインでも楽しめる工夫を凝
らしてくれました。
　当日は、教室や病棟の学習ルーム、病室など、児童生
徒それぞれの場所から無理なく参加できるよう準備して
いただいたおかげで、子どもたちは初対面ながらすぐに
打ち解けました。真剣な表情でボールやプラスチックハ
ンマーなどを操作したり、じっくり考えながら学習ルー
ムで対面や病室の生徒へオンラインでカードゲームを行っ

中学生の職場体験活動を実施しました

　当院は、6月22日（月）～24日（水）の3日間、福島市が主
催する「中学生ドリームアップ事業職場体験活動」による
職場体験を実施し、昨年度に引き続き今年度も２名の中学
生をお迎えしました。
　医療現場の最前線で「チーム医療」を肌で感じてもらう
ため、生徒の皆さんには看護部や臨床工学センター、放射
線部、薬剤部、検査部などでの業務を体験していただきま
した。普段は入ることのできない現場での活動やスタッフ
との交流を通じて、「どの部署でも患者さんを一番に考え
て仕事をしているのが伝わった」という頼もしい感想もい
ただいています。この貴重な体験が、皆さんの将来の夢を
描くきっかけになれば嬉しく思います。
　目を輝かせて学ぶ中学生の姿は、私たち職員にとっても
初心を思い出す素晴らしい機会となりました。当院も気持
ちを新たに、引き続き地域医療に貢献してまいります。

　患者サポートセンター内に設置された脳卒中・心臓病
等総合支援センターは、令和７年度に開設され、今年度
で２年目を迎えました。当センターでは本年度、県内７
地域での県民公開講座と、６つの２次医療圏での医療従
事者等研修会の開催に取り組んでいます。
　その第一弾として7月26日（日）、南相馬市内にて脳卒
中をテーマに公開講座及び研修会を開催しました。当日
はあいにくの雨模様でしたが、地域の皆様や医療・介
護・福祉関係者など、計約40名にご参加いただきました。
　講座では、脳神経外科の前田医師が「脳卒中予防の１０か
条」や「Time is Brain」をキーワードに、脳卒中予防の
重要性と発症時の迅速な対応について、専門的な知見か
ら分かりやすく解説しました。また、地元の南相馬市立
総合病院・脳神経外科の織田医師からは「相双地域の脳
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疑応答も活発に行われ、関心の高さがうかがえる充実し
た機会となりました。
　当センターでは今後もこうした地域での啓発活動を続
けてまいります。その一環として、11月には下記のイベ
ントを予定しています。入場無料・予約不要で、体験・
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年度は、7月22日（水）・24日（金）の2日間で29名の高校生
が参加しました。各部署での看護師の仕事内容や患者さ
んとの関わりを体験し、「チームで動く大切さを感じ、
とても大変な仕事だと改めて実感したけれど、その分や
りがいも大きく、将来の選択肢が広がった」「忙しくも
楽しく働く姿が印象的だった」「患者さんや看護師同士
の対話がとても盛んだった」といった声が寄せられ、看
護への理解を深めてもらえたようです。また、両日とも
ドクターヘリの待機時間中に見学ができました。指令室

やヘリナースの解説のほか機内への搭乗体験も行い、ヘ
リナースへの憧れを深める姿も見られました。
　半日という短い時間でしたが、参加者にとって実りあ
る貴重な機会となりました。将来、看護の道を志すきっ
かけとなれば幸いです。

日付　2026.11.3
時間　12：00～16：00
場所　ホテル福島グリーンパレス

火【文化の日】

ふくしま健康ハート＆ブレインフォーラム2026
テーマ「突然死ってなに？どう予防する？」（講演）

お問い合わせ先
　　　　024-547-1045（脳卒中・心臓病等総合支援センター）

イベント情報

TEL
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１ページ…○令和8年熊本地震被災地支援に
　当院DMATコーディネーターを派遣しました

○相双地区にて県民公開講座及び
　医療従事者等研修会を開催しました！
○高校生が一日看護体験に来てくれました！

２ページ…

３ページ…

４ページ…

○医科大学の学生さんとゲーム交流会を開催しました
○中学生の職場体験活動を実施しました

○医大フェス2026を開催します！
○きいてください院長さん　ーより良い医大病院にするためにー

第75号のなかみ

ローソン福島県立医科大学附属病院店（エレベーターホール隣）
ローソン福島県立医科大学店（７号館内）

スターバックスコーヒー福島県立医科大学附属病院店スターバックスコーヒー福島県立医科大学附属病院店
営業
時間

平日　 7時～20時
 9時～19時

アメリカ シアトル生まれのスペシャル
ティコーヒーストア。
高品質のアラビカ種コーヒー豆から
抽出したエスプレッソがベースのバラ
エティ豊かなエスプレッソドリンクやペ
ストリー、サンドイッチをお楽しみいた
だけます。 電話  024－548－5331

ご利用・お問い合わせは
窓口営業時間：

福島医大病院支店
平日【午前の部】9 :00から11:30
【午後の部】12:30から15:00

受付時間：平日 9 :00から11:30
12:30から17:00

土日祝

荷物置きが変更になりました

医大フェス
初開催！

災害医療部

病院管理課

第75号
発行日

令和8年9月30日
公立大学法人福島県立医科大学附属病院

編集・発行／附属病院患者サービス向上委員会

福島医大病院ニュースレター福島医大病院ニュースレター
ホームページ https://www.fmu.ac.jp/hospitals/hikarigaoka/TEL （024）547 1ー111 〒960ｰ1295 福島市光が丘1番地

医大フェス2026を開催します！

　患者さんを支える病院には、さまざまな仕事があります。
それぞれの役割や仕事の魅力に触れてみませんか。
　福島県立医科大学附属病院では「メディカルキャリア
アカデミー」を開催。看護師・薬剤師・管理栄養士・病院
事務職などの職場見学や実務体験、職員との交流を予定
しています。
　体験職種・詳細は応募ページでご確認ください。手術
ロボット「ダヴィンチ」のデモンストレーション体験も
ご用意しています。

11月８日（日）福島中央テ
レビ「ゴジてれ×Sun!」
で放送予定！多職種連携
で医療を支える仕事の現
場をご紹介します。

医療って、ひとりじゃできない。
未来の医療人、全員集合！

　令和8年熊本地震で被災された皆様に、心よりお見舞い
申し上げます。
　当院では熊本地震災害対応のため、令和8年8月9日（日）
から18日（火）にかけて、医師2名、看護師1名、業務調整員
1名をDMATコーディネーターとして派遣しました。
DMATコーディネーターは、災害医療支援チームの活動を
調整し、行政や医療機関などと連携して、地域に必要な保
健・医療・福祉の支援をつなぐ役割を担います。
　今回は八代地域で活動しました。医療・福祉施設の被害
状況や診療・サービスの継続状況、電気・水道などのライフ
ライン情報を集約するとともに、行政と協力し、被災した施
設への人的支援の調整、避難所の集約に伴う課題への対
応、行政が抱える困りごとの解決に向けた支援を検討しま
した。
　災害時の医療は医療機関だけでは成り立たず、保健・福
祉・行政などが情報を共有し、同じ方向を向いて活動するこ
とが重要です。そのためにも、平時からの「顔の見える関
係」づくりが肝要です。今回の経験を今後の災害対応に生
かし、地域の関係機関との連携をさらに深めていきたいと
思います。

きいてください院長さん　ーより良い医大病院にするためにーきいてください
院長さん

投書箱

「会計自動精算機の荷物置きが小さいです。イスがお
いてありますが、棚のようなテーブルなどに変更して
頂けるといいかと思います。
荷物が置ききれず、荷物を落としている方をよく見か
けます。」　

ご意見をいただきありがとうございます。
これまでは荷物を置いていただけるように椅子を設置
していましたが、荷物を置くスペースとしては小さかっ
たことから、安心して荷物を置いていただけるよう、
バスケットタイプの荷物置きを設置いたしました。

※次号は、12月下旬に発行を予定しています。

Answer

いただいたご意見

令和8年熊本地震被災地支援に当院DMATコーディネーターを派遣しました

病院の仕事を見て、体験して、未来の自分を見つけよう。

日　時
職場体験
会　場

2026.11.22
10:00～11:30／13:30～15:00
福島県立医科大学附属病院
（受付・集合：I＆H棟）
※事前申込制。応募多数の場合は抽選。

詳細・申込はこちら
https://forms.gle/Rp8FujFiA3EA4zLUA

日


